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萱間 隆

「アニメーションと植民地主義―
『桃太郎 海の神兵』の挿入歌を中心
として―」

本発表は、日本初の長編アニメーシ
ョン映画とも称される『桃太郎海の
神兵』（1945）を取り上げ、戦時下

三原龍太郎

「英語圏のアニメ研究を脱植民地化
するための発表」

英語圏における日本アニメ研究は、
アニメのグローバル化の進展と並行
してここ30年の間に一定の蓄積がな
され、日本国内外で広く参照される

会場アクセス →開志専門職大学
新潟市中央区古町通7番町1010番

新潟駅北口から
バス 新潟駅発各

B１〇、C２〇・３〇、W１〇・２〇・７〇系統

のいずれでも
↓「古町」で下車
↓到着バス停で大通りの反対側
↓「ふるまちモール７」の左、新潟駅方面バス停
↓ローソンとココカラファインの間の赤いドア

館内 1階の奥にあるエレベーターで11階まで

Aaron GEROW

「映画理論と帝国 今村太平のア
ニメーション論」

日本における映画理論の歴史は長
く豊富であるにも関わらず、それ
に関する研究は日本内外でも非常
に少ない。その例外の一つはドキ

小島伸之

「アニメは戦争観の形成に如何にか
かわっているのか」

2010年代より、日本は「右傾化」し
ているという指摘がなされるように
なった。こうした「右傾化」がどの
ような内実を持つものであるのか、

プログラム

14:00 開会
14:05 発表 Aaron GEROW
14:20 発表 萱間 隆
14:35 発表 小島伸之
14:50 発表 三原龍太郎
15:05 発表のまとめ
15:10 討論・オーディエンスからの質問
15:30 コメント・まとめ
15:40 閉会

ュメンタリーとアニメーションの
理論化に大きく貢献した今村太平
に関する研究であるのだが、彼の
理論――特にドキュメンタリー論
とアニメーション論の関係――と
その理論の歴史的な文脈と背景に
ついての研究はいまだ進んでいる
とは言えない。この発表は今村の
歴史的な文脈を理解するために、

当時の日本の映画理論の状況、特
に理論と帝国主義の関係について
明確にする。今村の「理論」の定
義と彼が提唱した理論の役割その
ものを帝国主義の権構造を反復し
たことを指摘することによって理
論と戦争の関係を論じる。

目的で制作された文化映画におい
ても使用されている。こうした事
実から、本作の日本語教室の場面
は、現地住民に対する日本語教育
を目的としていただろう。このよ
うに、本作品が日本国内と植民地
という双方の観客を標的とし、そ
れぞれに対して異なるメッセージ
を持っていたことを指摘する。

におけるアニメーションと植民地
主義の関わりを考察するものであ
る。本作は、桃太郎率いる日本海
軍が南方地域を統治する過程を描
いている。その代表例が、現地の
動物たちに「アイウエオの歌」を
通して言葉を教える日本語教室の
場面である。こうした描写は日本
国内の観客に対し、「大東亜共栄

圏」の構想が実現しつつあること
を宣伝する役割を担っていた。さ
らに、この場面には、植民地の
人々に対する教化の意図も認めら
れる。戦時下、日本のアニメーシ
ョン映画は頻繁に輸出されており、
現地の映画館で上映されてもいた。
加えて、「アイウエオの歌」は植
民地の住民に日本語を普及させる

の世界観における戦争を扱ったア
ニメの数は数多い。本報告では、
2024年3月に実施したWEBモニ
ターを対象としたアンケート調査
の分析結果を中心に、アニメ特撮
作品の視聴経験が戦争観に与える
影響について検討を加えるもので
ある。

また、どのような要因によるもの
であるのかについては、様々な議
論がなされている。戦後生まれの
日本人にとって、一般的に「戦
争」に関する知見は、学校教育、
ニュース、ドキュメンタリー、書
籍や映像作品などの間接的知見を
通じて与えられる。では、それら
の間接的知見は人々の戦争観にど

のような影響を与えているのであ
ろうか。本報告は、その中でもア
ニメーションに着目する。アニ
メーション作品のジャンルは多岐
にわたるが、「戦争」をテーマと
した作品群は主要なジャンルの一
つとなっている。実際の戦争を
扱った作品も少なからず制作され
ているが、特にSF・ファンタジー

に至っている。他方で、そのよう
な英語圏アニメ研究に依然として
根強く残っている植民地主義的な
傾向については、これまで自覚的
に省みられてきたとは言い難い。
このような問題意識の下、本発表
では、英語圏アニメ研究がエド
ワード・サイードの言うところの
「オリエンタリズム」的な思考様

式をいかに脱却できていないかを、
「権威」とされる著作を例にとり
ながら検証する。さらに、英語圏
アニメ研究をそのような思考様式
からいかにして脱却させられるか
（すなわち、脱植民地化できる
か）についての方策を模索するこ
とを通じて、より開かれたアニメ
研究の未来を展望する。
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